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平成21年５月（5）�

　
こ
の
大
黒
天
像
は
、
江
戸
時
代
に
諸
国
を
行
脚

(

あ
ん
ぎ
ゃ)

し
て
一
千
体
と
も
い
わ
れ
る
仏
像
を

各
地
に
残
し
た
、
木
喰(

も
く
じ
き)

行
同(
ぎ
ょ
う

ど
う)

上
人
の
作
品
で
す
。�

　
県
内
で
も
、
二
十
余
体
が
発
見
さ
れ
て
い
る
大

変
貴
重
な
文
化
財
で
す
。�

　
像
高
26
セ
ン
チ
、
幅
13
セ
ン
チ
。�

(

文
化
財
保
護
調
査
委
員
会)��

　
こ
の
た
び
町
で
は
日
向
農
業
協
同

組
合
と
耳
川
広
域
森
林
組
合
美
郷
支

所
と
の
間
に
次
の
内
容
に
関
す
る
協

定
書
を
締
結
し
ま
し
た
。
　�

　
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。�

�

（1）
独
居
等
高
齢
世
帯
の
見
守
り
及
び

通
報
に
関
す
る
協
定（
J
A
と
の
協
定
）�

個
人
宅
を
訪
問
す
る
機
会
の
多
い

J
A
職
員
が（
独
居
）高
齢
者
宅
を
訪

問
し
た
際
に
、
悪
質
な
訪
問
販
売
や

各
種
の
詐
欺
等
の
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き

込
ま
れ
て
い
な
い
か
、
ま
た
困
っ
た
こ

と
が
あ
る
が
誰
に
相
談
し
て
い
い
か

判
ら
な
い
な
ど
の
場
合
に
、
役
場（
福

祉
保
健
課
）に
本
人
に
代
わ
っ
て
通
報

し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。�

　
通
報
を
受
け
た
役
場
で
は
、
必
要

に
応
じ
て
関
係
機
関（
警
察
、
社
会
福

祉
協
議
会
、
民
生
委
員
等
）に
通
報
、

協
議
を
行
い
、
事
前
予
防
や
早
期
解

決
を
目
指
す
も
の
で
す
。�

�

（2）
不
法
投
棄
等
の
通
報
に
関
す
る
協

定
書（
J
A
及
び
森
林
組
合
と
締
結
）�

　
美
し
い
町
の
自
然
環
境
を
守
り
後

世
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
業
務
上

集
落
や
山
林
内
に
出
向
く
機
会
の
多

い
Ｊ
Ａ
や
森
林
組
合
職
員
が
、
不
法
投

棄
の
現
場
を
発
見
し
た
ら
、
す
ぐ
に
役

場（
福
祉
保
健
課
）に
通
報
を
し
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
。�

　
通
報
を
受
け
た
役
場
で
は
、
す
ぐ

に
現
場
を
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
て
警

察
や
日
向
保
健
所
と
連
携
し
て
早
期

解
決
を
図
る
も
の
で
す
。�

��

　
不
法
投
棄
は�

　
　
立
派
な
犯
罪
で
す�

�

　
不
法
投
棄
と
は
道
路
へ
の
空
缶
等
の

ポ
イ
捨
て
か
ら
、
山
林
へ
の
ゴ
ミ
捨
て
、

産
業
廃
棄
物
の
投
棄
な
ど
様
々
な
ケ

ー
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
罪
は
非
常
に
重

く
、
個
人
の
場
合
は
５
年
以
下
の
懲
役

若
し
く
は
１
千
万
円
以
下
の
罰
金
、
法

人
の
場
合
で
悪
質
な
ケ
ー
ス
は
１
億

円
以
下
の
罰
金
が
処
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。�

　
よ
く
誤
解
さ
れ
て
い
る
の
が
、
自
分

の
土
地
だ
っ
た
ら
不
法
投
棄
に
な
ら
な

い
と
思
わ
れ
て
い
る
方
も
い
る
よ
う
で

す
が
、
他
人
の
土
地
で
も
自
分
の
土
地

で
も
ゴ
ミ
を
捨
て
る
行
為
は
決
し
て

許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
ご
み
の
投
棄
は
量
の
大
小
で
は
な
く
、

モ
ラ
ル
の
問
題
で
す
。�

　
町
民
一
人
ひ
と
り
の
手
で
豊
か
な
自

然
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！�

　
も
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
も
大
量
や
悪

質
な
不
法
投
棄
し
て
い
る
現
場
を
見

か
け
た
ら
、
役
場
福
祉
保
健
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
　�

�

通
報
先（
福
祉
保
健
課
）�

本
　
　
所
　
　
1
66 - 

３
６
０
４�

南
郷
支
所
　
　
1
59 - 

１
６
０
２�

西
郷
支
所
　
　
1
66 - 

３
６
１
０�

北
郷
支
所
　
　
1
62 - 

６
２
０
２�

�

協定書締結（左から川村日向農協組合長、林田町長、遠山耳川広域森林組合美郷支所長）�

　今回で第23回を迎える、日向木挽唄全国大会。�
　全国に木挽唄は、数多く唄い継がれていますが、特に
日向木挽唄は、昔ながらの風情がそのまま現在に残って
いると言われています。大会では、700名を超す木挽唄
のど自慢の方々が日向の地で競い合います。�
　今年は、下記のとおり開催されますので、ぜひお越し
ください。�

●日時：（予選）平成21年6月13日（土）9：30～�
　　　 （決勝）平成21年6月14日（日）9：00～�

●場所：日向市文化交流センター�

●お問合せ：日向木挽唄全国大会　実行委員会事務局�
　　　　1０９８２ - 53 - 5086�
�

　
平
成
21
年
４
月
６
日（
月
）、
美
郷
町
交
通
指
導
員
任
期
満
了
に
伴

う
委
嘱
状
交
付
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
交
通
指
導
員
15
名
の
う
ち

12
名
が
対
象
と
な
り
ま
し
た
が
、
全
員
再
度
引
き
受
け
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
　
日
頃
か
ら
、
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
等
に
お
い
て
本
町

の
交
通
事
故
防
止
の
た
め
に
活
動
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。                   �

　
な
お
、
現
在
の
美
郷
町
交
通
指
導
員
は
次
の
方
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

                   �
�
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　「自転車の安全運転」、「対歩行者事故の防止」等を目的として毎年５月１日から５月３１日までの１カ月間実施さ
れます。自転車安全運転５則を守り、自動車同様安全運動を心掛けましょう。また、平成２０年６月１日には自転車
の通行方法に係る改正道路交通法が下記のとおり施行されていますのでお知らせいたします。�
�
【自転車安全運転５則】�
１．自転車は、車道が原則、歩道は例外�

２．車道は、左側を通行�

３．歩道は、歩行者優先で車道寄りを徐行�

４．安全ルールを守る�
　○　飲酒運転、二人乗り、並進の禁止�
　○　夜間はライトを点灯�
　○　交差点での信号遵守と一時停止・安全確認�

５．子どもは、ヘルメットを着用�
�
【自転車の通行方法に係る改正道路交通法の改正点（H20.6.1施行）】�
１．普通自転車の歩道通行に関する規定�
　　以前まで歩道通行ができるのは、「道路標識等により歩道通行できることとされている場合」でしたが、改正 
　後はこれに加え「運転者が１３歳未満の子ども、７０歳以上の高齢者、身体の不自由な人の場合」が追加されま
　した。ただし、警察官や交通巡視員が、歩行者の安全を確保するために必要があると認めて指示したときは、
　歩道を自転車に乗って通行してはいけません。�
　また、歩行者に対しても「普通自転車通行指定部分」をできるだけ避けて通行する努力義務となりました。�
�
２．乗車用ヘルメットに関する規定�
　児童・幼児（１３歳未満の者）を保護する責任のある者は、児童・幼児を自転車に乗車させるときは、乗車用ヘ
ルメットをかぶらせるよう努めなければなりません。�
�
�
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国
は
、
平
成
20
年
度
の
生
産
調
整
実
施

者
で
平
成
21
年
度
も
生
産
調
整
を
確
約

す
る
生
産
者
に
対
し
、
交
付
金
を
交
付
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。�

　
交
付
金
は
、
日
向
地
域
水
田
農
業
推
進

協
議
会
よ
り
生
産
者
口
座
へ
振
込
み
と
な

り
ま
す
。�

�

●
交
付
額�

　
10
ａ
あ
た
り
３
，０
０
０
円�

�

●
対
　
象�

平
成
20
年
産
の
主
食
用
水
稲
作
付
面
積�

�

●
交
付
金
交
付
の
手
続
き�

　
交
付
金
の
交
付
に
つ
い
て
は
、
農
業
者

そ
れ
ぞ
れ
が
申
請
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。�

�

●
受
付
時
期
　
　
　�

　
平
成
21
年
５
月
18
日
〜�

５
月
22
日（
５
日
間
）で
受
け
付
け
ま
す
。�

�

●
受
付
場
所�

　
日
向
農
業
協
同
組
合�

　
町
内
の
各
支
店�

　
　�

��

●
申
請
時
に
持
参
す
る
も
の�

①
印
鑑�

②
本
人
名
義
の
振
込
口
座
が
確
認
で
き
る
も

　
の（
農
協
の
貯
金
通
帳
）�

�

　
そ
の
他
、
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
美

郷
町
役
場
産
業
振
興
課
若
し
く
は
日
向
農
業

協
同
組
合
町
内
各
支
店
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。�

�

美
郷
町
役
場
本
所
　
　
　
1
66 - 

３
６
０
５�

美
郷
町
役
場
南
郷
支
所
　
1
59 - 

１
６
０
３�

Ｊ
Ａ
南
郷
支
店
　
　
　
　
1
59 - 

０
２
１
６�

美
郷
町
役
場
西
郷
支
所
　
1
66 - 

３
６
１
１�

Ｊ
Ａ
西
郷
支
店
　
　
　
　
1
66 - 

３
１
３
５�

美
郷
町
役
場
北
郷
支
所
　
1
62 - 

６
２
０
３�

Ｊ
Ａ
北
郷
支
店
　
　
　
　
1
62 - 

６
１
３
３�

�

　
現
在
、
美
郷
町
福
祉
保
健
課
で
は
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設
立
に
向
け
て
準
備

中
で
す
。�

【
目
的
】�

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
定
年
退

職
者
な
ど
概
ね
60
歳
以
上
の
高
年
齢
者

等
に
、
そ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た

「
軽
易
な
就
業
」を
提
供
し
て
、
高
年
齢
者

の
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
の
実
現

と
地
域
社
会
の
福
祉
の
向
上
に
貢
献
し
て

行
く
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。
セ
ン
タ
ー

は
登
録
さ
れ
た
会
員
が
、
セ
ン
タ
ー
を
通

し
て
仕
事
の
提
供
を
受
け
、
そ
の
契
約
内

容
に
従
っ
て
仕
事
を
実
施
し
、
仕
事
の
内

容
と
就
業
実
績
に
応
じ
て
配
分
金（
報
酬
）

を
受
け
取
る
も
の
で
す
。�

【
ど
ん
な
仕
事
を
す
る
の
？
】�

　
基
本
的
に
は
、「
臨
時
的
か
つ
短
期
的

又
は
そ
の
他
の
軽
易
な
就
業
」で
す
が
、

例
示
す
る
と
次
の
と
お
り
で
す
。�

①
一
般
作
業（
除
草
作
業
、
草
刈
、
農
作

　
業
補
助
、
公
園
等
の
維
持
管
理
な
ど
）�

②
専
門
技
術
分
野（
植
木
剪
定
、
簡
単
な

　
大
工
仕
事
な
ど
）�

③
サ
ー
ビ
ス
分
野（
家
事
援
助
、
入
院
患

　
者
の
衣
類
洗
濯
な
ど
）�

�

【
仕
事
を
発
注
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
？
】�

①
手
軽
に
電
話
で
仕
事
を
依
頼
で
き
ま
す
。�

②
セ
ン
タ
ー
が
責
任
を
持
っ
て
仕
事
を
お

　
引
き
受
け
し
完
成（
遂
行
）し
ま
す
。�

③
作
業
中
の
事
故
等
は
、
セ
ン
タ
ー
が
加

　
入
し
て
い
る
傷
害
・
損
害
保
険
で
対
応

　
し
ま
す
の
で
、
発
注
者
へ
ご
迷
惑
を
お

　
掛
け
し
ま
せ
ん
。�

④
収
益
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で

　
割
安
で
す
。�

【
会
員
に
な
る
に
は
？
】�

①
対
象
者
は
概
ね
60
歳
以
上
の
健
康
で
働

　
く
意
欲
の
あ
る
方
で
す
。�

②
仕
事
中
の
傷
害
や
物
損
は
保
険
に
よ
り

　
補
償
い
た
し
ま
す
。�

③
会
員
に
な
る
に
は
、
役
場（
福
祉
保
健
課
）

　
へ
申
し
込
ん
で
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

　
ま
す
。�

�

☆
詳
細
に
つ
い
て
は
、
来
月
号
に
掲
載
す

る
ほ
か
、
チ
ラ
シ
配
布
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。�

�
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南
郷
区
・
西
郷
区
・
北
郷
区
で

は
小
学
生
低
学
年
児
を
対
象
に
、

夏
期
休
業
中
の
学
童
保
育
を
予

定
し
て
い
ま
す
。                �

　
そ
の
た
め
、
次
の
要
領
で
学
童

保
育
の
指
導
員
を
募
集
し
ま
す
。�

                �

●
雇
用
期
間                �

　
本
年
７
月
中
旬
か
ら
８
月
末
ま
で�

                �

●
人  

　
員 

　
若
干
名               �

　
特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、子
ど
も
の
保
育
に
興
味
が

あ
り
愛
情
を
も
っ
て
接
し
て
い
た
だ
け
る
方
。            �

　
大
学
生
等
の
ア
ル
バ
イ
ト
も
可
。�

                �

●
賃
金
等               �

　
役
場
臨
時
職
員
の
例
に
よ
り
ま
す
。 �

                �

●
応
募
方
法           �

  

南
郷
・
西
郷
・
北
郷
支
所
福
祉
保
健
課
ま
で
履
歴
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。随
時
面
談
の
上
、採
否
を
決
定
し
ま
す
。 �

                �

●
お
問
い
合
わ
せ
先           �

　
南
郷
区
　
南
郷
区
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
　 

1
68 - 

４
０
７
０�

　
西
郷
区
　
西
郷
支
所
福
祉
保
健
課          

1
66 - 

３
６
１
０�

　
北
郷
区
　
北
郷
支
所
福
祉
保
健
課          

1
62 - 

６
２
０
２�

�



平成21年５月（8）�平成21年５月（9）�

その12

【
21
年
度
予
算
に
つ
い
て
】�

�

　
今
回
は
３
月
議
会
で
可
決
成
立
し
た

平
成
21
年
度
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。
　�

　
予
算
総
額
は
80
億
７
，６
０
０
万
円
で
、

前
年
に
比
較
し
て
３
億
１
，８
０
０
万
円
、

４
・
１
％
増
の
積
極
予
算
と
な
り
ま
し
た
。�

　
左
の
表
を
参
考
に
説
明
し
ま
す
。�

　
歳
入
の
町
税
は
経
済
情
勢
を
考
慮
し

42
，５
９
４
千
円
の
減
額
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
　
地
方
交
付
税
は
国
の
方
針（
２
・

７
％
の
増
額
見
込
み
）に
よ
り
１
億
93
，

０
０
０
千
円
増
の
41
億
34
，０
０
０
千
円

を
計
上
し
ま
し
た
。
　�

こ
れ
は
予
算
全
体
の
51
・
２
％
を
占
め
る

大
き
な
額
と
な
り
ま
す
。�

　
県
支
出
金
は
災
害
復
旧
事
業
費
の
減

少
に
よ
り
大
幅
減
と
な
り
ま
し
た
。�

　
町
債
は
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
関

係
上
、
一
時
的
に
５
億
67
，７
０
０
０
千

円
の
大
幅
増
と
な
り
ま
し
た
が
、
超
過

借
入
分
に
つ
い
て
は
向
こ
う
３
カ
年
を
目

標
に
平
準
化
を
図
る
予
定
で
す
。�

　
歳
出
に
つ
い
て
は
、
性
質
別
に
見
て
み

る
と
、
人
件
費
と
公
債
費
が
前
年
度
に

比
較
し
て
合
計
で
１
億
10
，１
１
９
千
円

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。�

　
物
件
費
、
維
持
保
守
費
は
そ
れ
ぞ
れ

増
と
な
り
ま
し
た
。
　�

　
普
通
建
設
事
業
費
は
大
型
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
に
よ
り
６
億
37
，１
５
５
千
円

の
増
と
な
り
ま
し
た
。�

　
災
害
復
旧
事
業
は
平
成
16
年
、
17
年

の
大
規
模
災
害
復
旧
事
業
が
終
わ
っ
た

こ
と
か
ら
３
億
99
，３
９
２
千
円
の
大
幅

減
と
な
り
ま
し
た
。�

�【
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
】�

①
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業�

５
億
９
，５
０
０
万
円�

②
小
中
一
貫
教
育
校
舎
整
備
事
業
　
　

１
億
７
，８
５
０
万
円�

③
地
籍
調
査
事
業
　 �１

億
２
，８
０
０
万
円�

④
防
災
行
政
無
線
施
設
事
業�

１
億
16
，５
０
０
万
円��

○介護保険料について�
  ６５歳以上の方の保険料は、各市町村で３年間（平成２１年度～平成２３年度）に必
要な介護保険の総費用から算定された「基本額」をもとに、その方の世帯の所得に
応じて決められます。�
　美郷町ではこの「基本額」について検討を進めてきましたが、平成２０年度までの
保険料額（５１，９００円／年）を据え置くこととなりました。�

○介護保険料段階の変更について�
　保険料段階については、それぞれ所得に応じて負担していただきますが、所得の変化に伴う激変緩和を目的に
所得段階をよりきめ細かくした多段階設定を行ないました。�
　平成２１年度から平成２３年度までの３ヶ年間については、今までの６段階から１０段階に変更となりました。�
　前年の課税年金収入額と合計所得金額が４００万円未満の方については、一部減額となる方もいますが、ほとん
どの方は変更ありません。また、逆に高額所得者の方については、今までより多く負担していただくこととなりました。�
　（次の表の第９段階、第１０段階の方が高額所得者になります。）�

○具体的な個人の介護保険料について�
　次の表により、各個人の介護保険料をご確認下さい。�
　なお、平成２１年度の保険料については、所得が確定します７月中旬に各個人へ通知いたします。�
�



平成21年５月（10）�平成21年５月（11）�

【１】地上デジタル放送完全移行への対策（難視聴地域対策）�
　　・総務省『平成２３年７月２４日までに地上アナログ放送を終了。地上デジタル放送に完全移行。』�

【２】高速インターネットを利活用できる環境の整備�
　　・総務省『平成２２年までに国民の１００％が高速又は超高速インターネットを利用可能な社会に。』�
　　　　　   （ｕ－Ｊａｐａｎ政策）�

【３】地域間情報格差の解消（町内の格差、都市部との格差）�
　　・町内の格差解消 ⇒ 行政情報や地域情報の共有 ＝ 町の一体感の醸成�
　　・都市部との格差解消 ⇒ ＵターンやＩターンなど移住促進と定住維持�
�
�

　国は、平成１３年にe-Japan戦略を制定し、さらにu-Japan策定により、世界で最も情報化の進んだ国家であり続ける
ため、様々な情報化施策を推進しています。�
�

国の動向を受け、美郷町全域の現状と将来像を見据え、３つの大きな課題を総合的に効率よく解決するた
めに、美郷町は、全町的なケーブルテレビの拡張に取り組みます。�

【美郷町情報通信基盤施設整備事業】（スケジュールの概略）�
　平成２０年度：実施設計業務　　　　　　　�
　平成２１年度：センター施設・幹線工事�
　平成２２年度：家屋等への引込工事�
　平成２３年度：アプリケーション導入�
�
�
�
�

Ｑ．テレビについて、家庭で必要なものは？�
Ａ．「地デジ対応テレビ」又は「従来のテレビ＋デジタ
ルチューナー」が必要になります。�
�
Ｑ．デジタルチューナー１台で複数のテレビを見る
　 ことができるの？�
Ａ．デジタルチューナー１台に複数のテレビをつなぐと
全てのテレビで同じチャンネルしか見ることができま
せん。通常はテレビ１台につきデジタルチューナー１
台が必要です。�
�
Ｑ．ケーブルテレビの基本的なサービス内容は？�
Ａ．県内地上波４波とＢＳ１０波、それに美郷町が提供
する自主放送のセットで基本チャンネルサービスとし
ます。�
�
Ｑ．ＮＨＫ受信料は払わなくてよくなるの？�
Ａ．ＮＨＫ受信料は個人とＮＨＫとの契約ですので、引
き続きＮＨＫへのお支払いが必要です。�
�
Ｑ．ＮＨＫ受信料は衛星契約になるの？�
Ａ．ＮＨＫ受信料の衛星契約をしたくない世帯につい
ては、戸別に対応できる仕組みを検討しています。こ
の場合、県内地上波４波と自主放送のみになりますが、
基本サービスの利用料金は変わりません。�
�
Ｑ．自主放送番組とはどのようなものなの？�
Ａ．現在、北郷区では既に放送されていますが、美郷
町が制作して提供する番組です。町内で開催された
各種イベントや学校活動等の様子などを定期的に放
送します。それ以外に、行政情報や行事予定などの
お知らせを文字放送として流します。�
�
�
�

Ｑ．町はどこまで整備するの？工事に自己負担はあ
　 るの？�
Ａ．ケーブルテレビセンターから各家屋の軒下に取り
付ける屋外成端箱までを町が整備します。宅内配線
については、ご家庭によって家屋の構造や既設の配
線の性能が異なるので個人負担となります。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
Ｑ．ケーブルテレビの加入は強制ですか？�
Ａ．美郷町としての一体感の醸成とさまざまな情報の
共有、国のめざす新しい社会への対応等の観点から、
町としては全世帯加入を推進しています。�
�
Ｑ．ケーブルテレビの利用料金はどうなるの？�
Ａ．基本サービスの利用料金として、現在、月額７００円
～１０００円で検討しています。利用料金は、非常に重
要な要素ですので、慎重に確定したいと考えています。�
�
Ｑ．ケーブルテレビではインターネットはどうなるの？�
Ａ．安定した超高速インターネットが利用できる環境
が整います。基本サービスとは別契約となり、通信速
度の違いによる料金プランを検討しています。�
�

光ケーブル�

町整備分� 個人負担分�

屋外成端箱�



平成21年５月（12）�平成21年５月（13）�

　
平
成
21
年
度
の
町
税
の
納
期
が
決

定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。�

（
注
意
）�

※
集
合
税
は【
町（
県
）民
税
】と【
固�

　
定
資
産
税
】を
合
算
し
た
も
の

　
で
す
。�

※
口
座
の
再
振
替
は
農
協
の
み
で
す
。�

　
郵
便
局
に
つ
い
て
は
、再
振
替
は
行

　
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

�����

　
平
成
21
年
度
の
固
定
資
産
税
の

評
価
額
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
た
だ

く
た
め
、「
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦

覧
帳
簿
の
縦
覧
」を
４
月
１
日（
水
）

か
ら
６
月
30
日（
火
）ま
で
行
い
ま
す
。�

１
．縦
覧
で
き
る
方�

①
町
内
に
固
定
資
産（
土
地
・
家
屋
）

　
所
有
の
納
税
者�

②
納
税
者
か
ら
縦
覧
す
る
こ
と
に
つ

　
い
て
委
任
を
受
け
て
い
る
者�

�

２
．縦
覧
期
間�

　
平
成
21
年
４
月
１
日（
水
）か
ら

　
６
月
30
日（
火
）ま
で�

　（
但
し
、
土
曜
日
、
日
曜
日
及
祝

　
日
は
除
き
ま
す
。
）�

�

３
．縦
覧
時
間�

　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

　
ま
で�

　（
但
し
、
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま

　
で
は
除
き
ま
す
。
）�

�

４
．縦
覧
場
所�

　
美
郷
町
役
場�

　
南
郷
支
所
　
地
域
政
策
課�

　
西
郷
支
所
　
地
域
政
策
課�

　
北
郷
支
所
　
地
域
政
策
課�

�

５
．縦
覧
の
際
、お
持
ち
い
た
だ
く

　 

書
類�

①
納
税
者
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確

　
認
で
き
る
も
の�

　
運
転
免
許
証
、
身
分
証
明
書
、
健

　
康
保
険
証
な
ど�

②
代
理
人
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確

　
認
で
き
る
も
の�

　
委
任
状
と
代
理
人
自
身
の
運
転

　
免
許
証
、
身
分
証
明
書
、
健
康
保

　
険
証
な
ど�

�����

　
合
併
協
議
の
調
整
方
針
に
よ
り

南
郷
区
・
北
郷
区
の
固
定
資
産
税
の

税
率
が
平
成
20
年
度
１
・
58
％
か
ら

平
成
21
年
度
１
・
62
％
に
変
更
に
な

り
ま
す
。�

　�

　
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
、

宮
崎
運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ
て
い

る
自
動
車
の
所
有
者
又
は
使
用
者

に
課
税
さ
れ
ま
す
。�

現
在
、
金
融
機
関
ま
た
は
県
税
・

総
務
事
務
所
の
ほ
か
、
各
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
利
用
に
よ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
で
も
自
動
車
税
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
詳

し
く
は
納
税
通
知
書
を
ご
覧
下
さ

い
）�

　
自
動
車
を
お
持
ち
の
方
は
、
６

月
１
日（
月
）ま
で
に
、
自
動
車
税

を
納
め
て
く
だ
さ
い
。�

も
し
、
５
月
中
旬
ま
で
に
納
税
通

知
書
が
届
か
な
い
と
き
は
、
お
近

く
の
県
税
・
総
務
事
務
所
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。�

　
な
お
、
障
が
い
者
の
方
の
た
め
に

使
用
す
る
自
動
車
に
つ
い
て
は
、一

定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
、
６

月
１
日
ま
で
に
申
請
す
れ
ば
、
自

動
車
税
が
減
免
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。�

※
お
問
い
合
わ
せ
は�

　
お
近
く
の
県
税
・
総
務
事
務
所�

ま
た
は
県
税
務
課�

�

　
日
向
県
税
・
総
務
事
務
所�

　
1
５２
‐
４
１
４
８�
��

������

　
４
月
１
日
現
在
、
軽
自
動
車
の

所
有
者
に
か
か
る
税
で
す
。�

�

①
税
　
額�

・
農
耕
作
業
用（
ト
ラ
ク
タ
ー
等
）�

…
　
１
，６
０
０
円�

�

・
小
型
特
殊
自
動
車（
重
機
等
）�

…
　
４
，７
０
０
円�

�

・
原
付
一
種（
49
㏄
以
下
）�

…
　
１
，０
０
０
円�

・
原
付
二
種
乙（
50
〜
89
㏄
）�

…
　
１
，２
０
０
円�

�

・
原
付
二
種
甲（
90
〜
１
２
４
㏄
）�

…
　
１
，６
０
０
円�

�

・
ミ
ニ
カ
ー
　   

…
　
２
，５
０
０
円�

�

・
軽
二
輪（
１
２
５
㏄
〜
２
４
９
㏄
）�

…
　
２
，４
０
０
円�
�

・
小
型
二
輪（
２
５
０
㏄
以
上
）�

…
　
４
，０
０
０
円�

�

・
軽
自
四
輪
貨
物
　�

…
　
４
，０
０
０
円�

�

・
軽
自
四
輪
乗
用
　�

…
　
７
，２
０
０
円�

②
登
録
・
名
義
変
更
・
廃
車�

�

・
農
耕
作
業
用（
ト
ラ
ク
タ
ー
、
運

搬
車
等
）、
小
型
特
殊
自
動
車（
重

機
等
）、
原
動
機
付
自
転
車（
１
２

５
㏄
ま
で
の
バ
イ
ク
）、�

�

・
ミ
ニ
カ
ー
　
…
　
役
場�

�

・
そ
の
他
　
…�

軽
自
動
車
協
会
又
は
陸
運
局���　����

�

　
４
月
１
日
に
軽
自
動
車（
原
動

機
付
自
転
車
・
小
型
特
殊
自
動
車
・

軽
４
輪
な
ど
）を
所
有
さ
れ
て
い
る

と
、
そ
の
年
の
軽
自
動
車
税
が
か

か
り
ま
す
。
車
両
を
手
放
さ
れ
た

方
は
美
郷
町
役
場
の
窓
口
で
廃
車

の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。（
還
付

な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
）�

　
車
両
を
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が

つ
い
た
ま
ま
解
体
業
者
な
ど
に
渡

し
て
し
ま
わ
れ
た
方
は
、
業
者
に「
解

体
証
明
書
」を
作
成
し
て
も
ら
っ
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、
印
鑑
を
ご
持

参
の
う
え
支
所
の
地
域
政
策
課
に

て
申
立
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 �

そ
の
ほ
か
、
何
ら
か
の
事
情
で
現

在
車
両
を
お
持
ち
で
な
い
方
も
手

続
き
を
さ
れ
な
い
と
、
軽
自
動
車

税
は
賦
課
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は

支
所
地
域
政
策
課
課
税
係
ま
で
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。 �

☆
登
録･

廃
車
手
続
き
は
所
有
さ

れ
て
い
る
車
両
に
よ
っ
て
手
続
き
の

窓
口
が
異
な
り
ま
す
。
手
続
き
、

申
請
に
必
要
な
も
の
な
ど
を
ご
確

認
の
う
え
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。�

�

※
現
在
お
持
ち
で
な
い
軽
自
動
車�

等
の
納
付
書
等
が
来
た
場
合
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。�

������

　
軽
自
動
車
税
に
は
身
体
障
害
者

手
帳
、
療
育
手
帳
、
戦
傷
病
手
帳

を
お
持
ち
の
方
の
う
ち
、
障
が
い
の

程
度
が
一
定
以
上
の
場
合
に
減
免

が
受
け
ら
れ
る
規
定
が
あ
り
ま
す
。�

　
減
免
に
は
本
人
ま
た
は
家
族
の

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。�

�【
申
請
期
限
】�

　
納
税
通
知
書
発
行
後
か
ら
４
月

23
日
ま
で（
納
期
限
の
７
日
前
ま
で
）�

※
申
請
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
は
減

免
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。�

�【
申
請
に
必
要
な
も
の
】�

☆
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

　
戦
傷
病
手
帳
の
い
ず
れ
か�

☆
運
転
免
許
証�

☆
印
鑑�

【
注
意
点
】�

☆
各
支
所
地
域
政
策
課
で
受
け
付

　
け
ま
す
。�

�
☆
減
免
申
請
は
毎
年
必
要
と
な
り

　
ま
す
。�

�

☆
家
族
が
運
転
す
る
場
合
は
条
件

　
が
別
と
な
り
ま
す
。�

�

☆
減
免
の
範
囲
が
変
更
と
な
り
、

　
減
免
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も

　
あ
り
ま
す
。�

�

☆
自
動
車
税（
県
税
）と
の
重
複
は

　
で
き
ま
せ
ん
。�

�

☆
障
が
い
者
本
人
所
有（
名
義
）の

　
軽
自
動
車
に
限
り
ま
す
。�

�

※
減
免
の
範
囲
に
つ
い
て
は
役
場

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

����



平成21年５月（14）�平成21年５月（15）�

受
診
券
」を
受
け
取
っ
た
ら
、各
支
所
福
祉
保

健
課
保
健
師
ま
で
電
話
か
直
接
相
談
日
を
ご

予
約
く
だ
さ
い
。健
診
結
果
説
明
会
で
は
結
果

票
を
お
返
し
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。�

�

・
動
機
付
け
支
援･･･

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
予
備
群
の
方�

・
積
極
的
支
援･･･

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
の
リ
ス
ク
が
高
い
方�

�

　
国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
す
べ
て
が
加
入
す

る
制
度
で
す
。�

　
届
出
を
忘
れ
る
と
、
将
来
受
け
取
れ
る
年

金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
受
け
取
ら
れ
な

く
な
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
次
の

よ
う
な
と
き
に
は
、
役
場
へ
自
分
で
届
出
を

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
届
出
は
忘
れ
ず
に

行
い
ま
し
ょ
う
。�

�

●
20
歳
に
な
っ
た
と
き
　�

　
農
業
、
自
営
業
、
学
生
、
勤
め
て
い
て
も

厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
方
が
、

20
歳
に
な
っ
た
と
き
。�

�

●
会
社
を
退
職
し
た
と
き�

　
60
歳
に
な
る
前
に
、
会
社
な
ど
を
退
職
し

た
と
き
、
ま
た
は
、
勤
め
を
辞
め
て
国
民
年

金
被
保
険
者
の
配
偶
者
と
な
っ
た
と
き
。�

�

●
収
入
が
増
え
、被
扶
養
配
偶
者
で
な
く
な
っ

　
た
と
き�

　
収
入
が
増
え
、
被
扶
養
配
偶
者
で
な
く
な
っ

た
と
き（
パ
ー
ト
収
入
が
１
３
０
万
円
以
上

と
な
っ
た
と
き
）。�

�

●
配
偶
者
が
退
職
し
た
と
き�

　
配
偶
者
が
退
職
し
、
会
社
員
や
公
務
員
な

ど
の
被
扶
養
配
偶
者
で
な
く
な
っ
た
と
き
。�

�

　
な
お
、
会
社
や
役
所
、
学
校
な
ど
に
勤
め

て
い
る
方
と
そ
の
被
扶
養
配
偶
者
の
方
に
つ

い
て
は
、
勤
務
先
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
　�

��

　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除�

　
制
度
に
つ
い
て�

�

　
国
民
年
金
で
は
、
保
険
料
納
付
が
困
難
な

方
に
対
し
て
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。
免
除

の
種
類
は「
法
定
免
除
」と「
申
請
免
除
」の
２

種
類
が
あ
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
学
生
に
つ
い
て
は
そ
の
期
間
中
、
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る「
学
生
納
付
特

例
制
度
」が
あ
り
ま
す
。
学
生
で
な
い
20
歳

代
の
方
に
は
、
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」が
あ
り
ま
す
。�

　
い
ず
れ
の
制
度
も
該
当
届
も
し
く
は
申
請

書
の
提
出
が
必
要
で
す
。�

�

●
法
定
免
除�

・
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
人
や
障
害
年

　
金
を
受
け
て
い
る
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。�

�

・
法
定
免
除
を
受
け
た
期
間
に
つ
い
て
、
将

　
来
障
害
等
が
回
復
し
老
齢
基
礎
年
金
が

　
受
け
ら
れ
た
場
合
、
老
齢
基
礎
年
金
の
額

　
を
計
算
す
る
際
に
納
付
し
た
と
き
の
３
分

　
の
１
に
な
り
ま
す
。�

●
申
請
免
除�

・
全
額
、
４
分
の
３
、
半
額
、
４
分
の
１
免
除

　
が
あ
り
ま
す
。�

�

・
学
生
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。�

�

・
申
請
者
本
人
の
ほ
か
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の

　
方
の
い
ず
れ
も
前
年
度
所
得
が
基
準
を
超

　
え
な
い
こ
と
。�

�

・
失
業
や
震
災
・
風
水
害
・
火
災
に
よ
る
特

　
例
認
定
が
あ
り
ま
す
。�

�

・
老
齢
基
礎
年
金
の
額
を
算
定
す
る
際
に
免

　
除
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
減
額
と
な
り
ま
す
。�

�

・
継
続
申
請
し
て
い
る
方
で
全
額
免
除（
特

　
例
認
定
を
除
く
）に
な
っ
て
い
る
方
以
外
は
、

　
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。�

�

●
学
生
納
付
特
例
制
度�

・
在
学
す
る
20
歳
以
上
の
学
生
等
で
本
人
の

　
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
方
で
す
。�

�
・
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。�

�

・
被
保
険
者
の
所
得
だ
け
を
審
査
し
ま
す
。�

�

・
受
給
資
格
期
間
に
は
な
り
ま
す
が
、
年
金

　
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。�

●
若
年
者
納
付
猶
予
制
度�

・
他
の
年
齢
層
に
比
べ
て
所
得
の
少
な
い
若

　
年
層（
20
歳
代
）の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。�

・
世
帯
主
の
所
得
を
除
き
、
本
人
と
配
偶
者

　
の
所
得
の
み
で
判
定
し
ま
す
。�

�

・
若
年
者
納
付
猶
予
を
受
け
た
期
間
は
、
保

　
険
料
を
全
額
納
付
し
た
と
き
に
比
べ
、
受

　
け
取
る
年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。�

�

　
以
上
の
手
続
き
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
社

会
保
険
事
務
所
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

延
岡
社
会
保
険
事
務
所�

　
　
1
０
９
８
２  - 

２１ - 

５
４
２
４�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

�

　介護予防健診（生活機能評価）とは・・・�
�
　将来、要介護状態にならないために、「心と体の機能の評価」をおこな
うものです。といっても、最初にやっていただくことは、「介護予防チェッ
クリスト」という質問票に答えていただくだけです。�
この質問票で、さらに詳しい検査を受けていただきたい方には、あらため
て健診の案内を行います。�
　この健診のとき、医師の判定により、「生活機能の向上が必要」と診断
された場合は、心身機能の低下予防や筋力の向上等を目的に、今後町が
開催する「介護予防教室（運動教室等）」への参加をお勧めしていきます。�

�

　５月になったら・・・�
�
　65歳以上の方には、「介護予防チェックリスト」（質問票）がご自宅に送付されます。�
　簡単な質問票ですので、必ず目を通され、必要事項を記入し、返送いただきますようお願いいたします。�
�
�

　
犬
を
飼
育
す
る
時
は
、

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り

生
後
91
日
以
上
の
犬
は「
登

録
」と｢

狂
犬
病
予
防
注

射｣

を
必
ず
受
け
る
事

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
室
内
犬
、
猟
犬

等
す
べ
て
の
犬
が
対
象

で
す
。�

　
愛
犬
を
守
り
、
私
た

ち
人
間
の
生
命
を
守
る
為
に
、
飼
育
者
は
年
に
一
回
、
必
ず
予
防
注

射
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。�

　
尚
、
予
防
注
射
の
日
程
に
つ
い
て
は
、
登
録
を
し
て
い
る
飼
育
者

に
は
葉
書
で
事
前
に
案
内
し
ま
す
が
、
今
か
ら
登
録
さ
れ
る
方
で
予

防
注
射
を
受
け
る
方
は
、
防
災
無
線
に
よ
る
周
知
や
区
長
会
を
通

じ
た
回
覧
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
各
支
所
福
祉
保
健
課
の
町
民
生

活
担
当
ま
で
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。�

���

　
南
郷
支
所
福
祉
保
健
課
　
　
　
　
　
　
　
1
59 - 

１
６
０
２�

　
狂
犬
病
注
射
は
５
月
下
旬
に
実
施
予
定�

 �　
西
郷
支
所
福
祉
保
健
課
　
　
　
　
　
　
　
1
66 - 

３
６
１
０�

　
狂
犬
病
注
射
は
５
月
下
旬
に
実
施
予
定�

�

　
北
郷
支
所
福
祉
保
健
課
　
　
　
　
　
　
　
1
62 - 

６
２
０
２�

　
狂
犬
病
注
射
は
５
月
30
日（
土
）に
実
施
予
定�



平成21年５月（16）�平成21年５月（17）�

受
診
券
」を
受
け
取
っ
た
ら
、各
支
所
福
祉
保

健
課
保
健
師
ま
で
電
話
か
直
接
相
談
日
を
ご

予
約
く
だ
さ
い
。健
診
結
果
説
明
会
で
は
結
果

票
を
お
返
し
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。�

�

・
動
機
付
け
支
援･･･

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
予
備
群
の
方�

・
積
極
的
支
援･･･

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
の
リ
ス
ク
が
高
い
方�

�

　今年は、下記の日程で特定健診（生活習慣病予防健診）を開催し
ます。�
　脳卒中や心臓病、更には将来人口透析につながる恐れのある糖尿
病など、重篤な生活習慣病等を予防することが目的です。�
　年に1度の大切な健診ですので、都合をつけて、必ず受診しましょう。�
�

※ 注意�
「平成21年度特定健診・がん検診申込書」を提出されて
いない方は、まだ間に合いますので、お早目にご提出く
ださい。�

タバコは自分のみならず、家族や周囲の人の健康も害してしまいます。�
５月31日は世界禁煙デーです。これをきっかけに禁煙してみませんか。�
�
■喫煙の害�
・ 呼吸器系への影響は大きく、喫煙者の約８割に肺気腫という病気がみら
　れます。�

・ タバコには30～40種類もの発がん物質が含まれており、口からのどを通っ
　て肺に入り、肝臓で代謝され、尿に排泄されます。このため、その通り道
　にある臓器は、すべてがんになる危険にさらされていることになります。
　特に生涯タバコを吸う人の約２割は肺がんになると予測されています。�

・ タバコの煙に含まれるニコチンは血管を収縮させたり、血液中のコレステ
　ロールを増加させます。高血圧や高脂血症、動脈硬化の原因となり、心
　筋梗塞や脳血栓を起こしやすくします。�

・タバコは吸っている本人だけでなく、周りにいる人の体にもよくないことも忘れてはなりません。�
�
■禁煙の身体的メリット（利点）�
・せきやたんが減って、呼吸が楽になる。　・味やにおいがよくわかるようになる。�
・寝つきや目覚めが良くなる。　・顔色や胃の調子が良くなる。�
�
■禁煙を始めるには�
・ タバコ、ライター、灰皿を捨てる：吸いたくても吸えない状況を作りましょう。�

・ 禁煙の理由を確認する：「病気になりたくない」「家族の健康によくない」など、禁煙する理由を、しっかりと確認し
　ておくことが大切です。�

・ 周りに宣言する：禁煙を宣言することで、周りの人の協力が得られます。�

・ タバコの代わりになるものを見つけておく：タバコを吸いたいという衝動が起こった時のために、タバコのかわりに
　なるものを見つけておきます。�

　大きく深呼吸する／軽い運動を行う／氷をかじる／飴をなめる／ガムを噛む／熱いお茶を飲む／�
　歯をみがく……　など�
�
禁煙は何よりも続けることが大切です。１日１日の積み重ねを大事にして、今日から禁煙を始めましょう。�
�

　妊婦さんに朗報です。�
　妊婦さんの健康管理の充実と経済的負担を軽減するため、美郷町では、
平成２１年４月より、妊婦健診が１４回無料で受診できるようになりました。（妊
婦健診受診票の項目以外の検査を行った場合は、その分は個人負担です）�
　このことによって、経済的なことは気にせずに、理想的な健診スケジュー
ルに応じた回数が受診できるようになります。�
�
（１）平成21年3月31日以前に母子健康手帳を交付されている方�
　これまで発行している５回分の受診票の使用枚数に応じて上限１４枚までを交付します。新たな受診票はこれま
での受診票と引き換えになりますので、捨てないようにお願いします。平成21年4月1日以降は、これまでの受診票
は使用できなくなりますのでご注意ください。 �
�
（２）平成21年4月1日以降に母子健康手帳の交付を受ける方�
　母子健康手帳発行時に、１４回分の受診票をお渡しします。�
�
（３）4月1日以降に美郷町に転入された方�
　以前の居住地で交付を受けた母子健康手帳をご持参のうえ、担当窓口までお越しください。受診票の交換申請
時に今までの使用枚数に応じて上限１４枚までを交付します。�
�
　＊ご不明な点は各支所福祉保健課までお問い合わせください。�
　南郷総合保健センター　1６８ - ４０７０�
　西郷健康管理センター　1６６ - ３６１３�
　北郷支所福祉保健課　　1６２ - ６２０２�
�

◎平成21年度特定健診日程（国保加入者）�
南郷区：平成21年7月　9日（木）～1２日（日）まで�
北郷区：平成21年7月１６日（木）～1９日（日）まで�
西郷区：平成21年7月２２日（木）～２６日（日）まで�
�



平成21年５月（18）�平成21年５月（19）�

美
郷
町
立
渡
川
小
学
校�

�

　
ス
ズ
キ
教
育
ソ
フ
ト
主
催
の
キ
ュ
ー
ブ
活

用
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ
を
渡
川

小
の
５
・
６
年
生
が
受
賞
し
、
３
月
10
日
に
ス

ズ
キ
教
育
ソ
フ
ト
福
岡
支
店
の
方
が
来
校
さ

れ
表
彰
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト

「
キ
ュ
ー
ブ
き
っ
ず
」を
使
っ
て
作
成
し
た
作

品
を
出
品
し
ま
し
た
。
５
・
６
年
生
全
員
で

作
っ
た「
南
高
梅
生
産
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
他
、「
宿
泊
学
習
の

思
い
出
」、「
流
れ
る
水
の
働
き（
５
年
理
科
）」、

「
イ
ン
ゲ
ン
豆
の
発
芽（
５
年
理
科
）」

等
、
個
人
で
一
人
一
作
品
を
出
品
し
、 

今
回
の
賞
は
、
そ
の
12
作
品
の
全

体
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。�

　
特
に
、
南
高
梅
の
収
穫
か
ら
製

品
が
出
来
る
ま
で
を
ま
と
め
た
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
作
品「
南
高
梅
生
産
か

ら
学
ん
だ
こ
と
」は
審
査
員
か
ら
高
い
評
価

を
得
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
域
の
南
高
梅
生

産
者
の
協
力
の
も
と
、
半
年
に
わ
た
っ
て
体

験
活
動
や
見
学
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
に
つ

い
て
、
子
ど
も
た
ち
１
人
ひ
と
り
が
感
じ
取

っ
た
こ
と
を
話
し
合
い
な
が
ら
、
ま
と
め
て

い
っ
た
作
品
で
す
。
プ
レ
ゼ
ン
作
品
と
し
て

の
完
成
度
の
高
さ
が
秀
逸
で
あ
る
と
評
さ
れ

ま
し
た
。�

　
全
国
各
地
の
学
校
が
参
加
し
た
コ
ン
ク
ー

ル
で
の
受
賞
だ
け
に
、
子
ど
も
た
ち
に
も
自

信
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。�

��

　韓国のビビンバ作りに挑戦してみませんか。�
　日本で大変人気のある韓国料理ビビンバの簡単レ
シピーと韓国の食文化について美郷町の国際交流員
がわかりやすく説明します。�
　関心のある方は是非来てください。�

日　時：2009年５月20日（水）午後6時～9時�

場　所：美郷町南郷区保健センター�

材料費：500円（人数によって少なくなる場合もあり
ます）�

定　員：20人（20人になったら締め切ります） �

〆　切：５月1２日まで、�

問い合わせ先：�
南郷支所地域政策課の千本、林（イム) まで�
1（０９８２ - ５９ - １６００）で申し込んでください。�
�

 私たち四半的
愛好者「四半的
弓道連盟日向支
部南郷協会」で
は、会員を募集
しています。�
　四半的弓道
は、若い方から
お年寄りまで、男女を問わず楽しめるスポーツです。
心身の健康増進や親睦が図られ昇段などの楽しみも
あります。昇段は日曜や祝日に認定大会が行われ、都
合の良いときに参加して認定基準に達すると初段から
八段まで昇段できます。�
練習用の弓矢は用意してありますので、先ず体験だけ
でもしてみませんか。私たち指導員が懇切丁寧に指導
いたします。練習場は、南郷区鬼神野川原の千本久米
治さん宅にあり、毎週火曜日と金曜日の午後７時から
練習をしています。見学だけでも大歓迎です。是非、
足を運んでみてください。�

  問合せ先（指導員）　千本久米治　1５９ - ０８７７�
  事務局　　　　　　新玉　卓教　1５９ - ０２８２�
  　　　〃　　　　　荒田　　勇　1５９ - ０６９８�
�

 百済王伝説と山の文
化のつながりを解明す
るため、九州中央部の
歴史・文化に詳しい作
家（神奈川県出身のル
ポライター飯田辰彦氏）
に取材・執筆を依頼し
て地域文化の掘り起しを行いました。取材は、年6回（6
日／1回、延べ４０日間）行い、地区の祭りや行事に併
せて人物や山の文化の現地取材を実施しました。そし
て、新しい角度からとらえた百済の里・地域文化の掘
り起こしとして百済王伝説ガイドブックを制作しました。
将来は単行本が発刊される予定です。お楽しみに！�
　このガイドブックは、（財）地域活性化センターの宝く
じ普及事業で制作しました。必要な方は地域政策課
にお問合せ下さい。（無料）�
�
�

 美郷町観光協
会南郷支部で
は、自然体験イ
ンストラクターを
養成するため三
方岳の山登りを
行いました。三
方岳の高さは１４８１㍍。美郷町で１番高い山です。片道
３時間の険しい道のりでしたが、山道は九州大学演習
林に隣接し、ブナの原生林やヒメシャラの大木などの貴
重な植物をたくさん観察することができます。この日は、
晴天に恵まれ山頂からは韓国岳や阿蘇山、祖母傾山を
幽かに眺望することができ参加者は大満足でした。また、
登山・下山途中には大河内森林ガイドにより山のしくみ
や樹木の種類などの説明を受けました。次の挑戦は笹
ノ峠です！�

　３月８日から３０日にかけて、南郷婦人連絡協議会に
よるごみ分別講習会が行われました。�
　南郷区内を７箇所に分けて開催され、４３０名の住
民が参加いたしました。�
　会場内では、女性はもちろん男性の出席者が多く、
質問が多く飛び交い住民のごみ分別に対する意識の
高さが感じ取れました。�
　美郷町婦人連絡協議会長である中塩屋利枝子さ
んが中心となり、笑いを交えながら「混ぜればごみ、
分ければ資源」を合言葉に、今後はみんなでごみの
減量化に取り組むことを誓いました。�
　また、平成２１年度より生ごみについては、分別収
集の廃止に伴い燃えるごみとして扱うことになりまし
たが、「ぼかし」を使った家庭で出来る生ごみのたい肥
化について、先駆的に取り組んでおられる村田幸子さ
んより講演をいただきました。�
　「ぼかし」を使っ
た生ごみの堆肥化
について興味があ
る方は、南郷婦人
連絡協議会へお問
い合わせください。�
�
�

 今年も、ゴールデンウィーク期間中、百済の館周辺で
南郷温泉春まつりが開
催されます。「韓国伝統
芸能フェスティバル」、「チ
ョンドル染体験」、「野点
（お茶会）」、「新茶まつり」
に併せて地元加工グル
ープによる特産品販売
など百済の里ならでは
のイベントが盛りだくさんです。�

期　日：5月3日（日）、4日（月）�

会　場：百済の館周辺�

問合せ先：美郷町観光協会　南郷支部�
　　　　 1５９－１６００�
�

　
美
郷
社
協
の
呼

び
か
け
で
設
立
さ

れ
た
、
元
大
工
職
人

で
構
成
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
組
織「
匠
の
会
」

（
西
郷
５
名
・
南
郷

７
名
・
北
郷
６
名
）が
、

宮
崎
県
の
提
唱
す

る
高
齢
者
の
知
恵
、

経
験
、
技
能
、
意
欲

な
ど
の
シ
ニ
ア
パ
ワ

ー
を
生
か
し
て
、
社
会
に
貢
献
す
る
運
動「
み
や

ざ
き
シ
ニ
ア
パ
ワ
ー
章
」に
、
そ
の
活
動
が
認
め
ら

れ
、
３
月
26
日
、
県
庁
知
事
室
に
て
、
東
国
原
知

事
よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。�

　
表
彰
式
に
は
、
北
郷
区
の
中
田
宗
俊
さ
ん
、
南

郷
区
の
甲
斐
仁
さ
ん
、
西
郷
区
の
田
原
康
生
さ
ん

の
３
名
が
代
表
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。�

　
匠
の
会
で
は
、「
栄
え
あ
る
表
彰
に
恥
じ
な
い

よ
う
、
今
後
、
益
々
地
域
に
貢
献
し
た
い
」と
喜

び
と
、
今
後
の
決
意
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。�

【
匠
の
会
の
活
動
に
つ
い
て
】�

　
匠
の
会
は
、
平
成
19
年
３
月
に
結
成
、こ
れ
ま

で
に
美
郷
町
内
高
齢
者
宅
の
玄
関
の
戸
や
、
ふ
す

ま
、
障
子
の
修
理
な
ど
28
件
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
実
績
が
あ
り
ま
す
。�

　
対
象
は
、
主
に
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
、
高

齢
者
の
み
の
世
帯
で
す
が
、
他
に
、
保
育
所
等
の

簡
単
な
修
理
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
た
経
緯
が

あ
り
ま
す
。�

　
基
本
的
に
は
、
無
料
で
す
が
、
資
材
等
が
必
要

な
場
合
は
、
実
費
負
担
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。�

��
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�

�

　
３
月
15
日（
日
）、
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
と

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て「
さ

わ
や
か
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。�

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
部
は
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
お
年
寄
り
に
小
学
生
が
交
じ
っ

て
プ
レ
ー
を
し
交
流
を
図
り
ま
し
た
。
イ

ン
デ
ィ
ア
カ
の
部
は
最
初
は
羽
の
扱
い
に

慣
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
バ
レ
ー
と

ル
ー
ル
が
ほ
ぼ
同
じ
な
の
で
、
す
ぐ
に
コ

ツ
を
つ
か
ん
で
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
を
繰
り

出
し
て
い
ま
し
た
。�

�

スプリングコンサート�最高齢：佐藤八重子さん�

　
西
郷
文
化
協
会

加
盟
団
体
の
一
年

間
に
お
け
る
活
動

の
成
果
を
発
表
す
る
、

「
お
さ
ら
い
会
」
が

３
月
15
日
に
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
８

団
体
37
名
が
和
太
鼓
、
舞
踊
、
詩
吟
、
民
謡
の

24
演
目
を
発
表
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
宮
崎
大
学
学
生
や
宮
崎
市
内
の
大
人

及
び
子
ど
も
達
の
合
唱
団
に
よ
る「
ス
プ
リ
ン

グ
コ
ン
サ
ー
ト
」も
開
催
さ
れ
美
し
い
歌
声
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。�

��

　4月7日（火）に西郷区の
建設業(株)橋口組様より、
ランドセルカバーが教育
委員会に寄贈されました。
寄贈されたカバーは、黄色
のビニール製で、車の運
転者から見てもよく目立ち、
児童の交通安全に役立つ
ものです。�
　このランドセルカバーは入学式の日に田代小学校の新一年生
へ配布されました。�
�
�

　西郷区では、作業
道の補修について、
臨時作業職員に補
修をお願いしており
ます。作業道の補修
を要望する方は、美
郷町役場西郷支所
産業振興課までご連
絡を下さい。�

 連絡先（1６６ - ３６１１）�

�

ランドセルカバーを
寄贈いただきました

ウェイクボードコンテスト「石峠レイクランド」
カップ０９�
●５月16日（土）～17日（日）開催！　　　�

　石峠レイクランド前の大内原ダム湖で、九州管内
より150名の選手が出場し、日本ウェイクボード協会
公認の九州ブロック大会「ウェイクボード石峠レイクラ
ンドカップ０９」が開催されます。�
　水上で繰り広
げられる「技」の
数々を是非ご覧
いただき、九州
各県から来町す
る選手の皆さん
に熱い声援をお
送りください。�

●４月２９日（水）から５月６日（水）まで　�
　石峠レイク
ランドでは、ゴ
ールデンウィー
ク特別企画と
して、第４回春
のスケッチ大
会（後援：美郷
町教育委員会）
を開催します。
石峠レイクランドから見える春の風景をスケッチしませ
んか。入賞者には賞状と賞品を差し上げます。参加料
は無料です。画用紙は配布しますが、絵の具持参して
下さい。�
　詳しくは、石峠レイクランド（1６８ - ２２２２）までお
問い合わせ下さい。�
 �

　
平
成
20
年
度（
財
）自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
の
助
成
事
業
を
も
と
に
整
備
を

進
め
て
お
り
ま
し
た
若
宮
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
が
３
月
末
に
完
成
し
ま

し
た
。
こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
益
金

を
も
と
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
建
設

委
員
会（
委
員
長 

田
常
辰
美
）が
中

心
と
な
り
、
地
域
住
民
の
要
望
を
取

り
入
れ
、
熱
心
に
検
討
を
重
ね
、
履

物
を
脱
が
な
い
で
入
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。�

　
こ
れ
ま
で
も
住
民
の
活
発

な
活
動
が
あ
り
ま
し
た
が
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
施

設
と
し
て
地
域
内
は
も
と
よ
り
、

地
域
外
と
の
交
流
が
促
進
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。�

　
事
業
の
概
要
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。�

�

���

　
３
月
20
日(

金
・
祝
日)

、
ニ
ュ
ー
ホ
ー
プ
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
絵
本
作
家
で
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
、
あ
き
や

ま
た
だ
し
さ
ん
を
お
招
き
し
、
絵
本
の
楽
し
さ
を
紹
介
す

る「
絵
本
コ
ン
サ
ー
ト
」〔
主
催 

お
は
な
し
サ
ー
ク
ル
ぐ
り

と
ぐ
ら(

代
表 

東
久
美)

・
と
も
だ
ち
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委

員
会
〕が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。�

　
ユ
ニ
ー
ク
か
つ
斬
新

な
発
想
で
知
ら
れ
る
あ

き
や
ま
さ
ん
が
、
自
身

の
人
気
シ
リ
ー
ズ
「
た

ま
ご
に
い
ち
ゃ
ん
」、「
ま

め
う
し
く
ん
」等
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
に
な
り
き
っ
て

歌
の
披
露
や
読
み
聞
か

せ
を
行
い
ま
し
た
。�

　
町
内
外
か
ら
参
加

し
た
約
３
０
０
人
の
親

子
は
、
あ
き
や
ま
さ

ん
の
巧
み
な
話
術
に
絵

本
の
世
界
に
引
き
込
ま

れ
、
大
声
で
笑
っ
た
り

一
緒
に
歌
う
等
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。�

　
参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
の
、
読
書
に
親
し

む
機
会
も
増
え
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。�

 

会場一体となったコンサート�ともだちコンサート実行委員会の皆さん�
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３
月
18
日
、
林
研
グ
ル
ー
プ（
山
本
文
男

会
長
）主
催
に
よ
る
野
外
体
験
学
習
が
西
野
々

公
園
で
行
わ
れ
、
北
郷
小
の
５
年
生
11
人

が
春
の
う
ら
ら
か
な
天
気
の
も
と
、
自
然
と

た
わ
む
れ
ま
し
た
。�

　
今
回
は
、
上
村
洋
平
さ
ん（
北
郷
区
入
下
）

の
教
え
の
も
と「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
」を

行
い
、
五
感
を
働
か
せ
て
自
然
を
感
じ
取

る
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。
き
れ
い
な
色
や

い
い
に
お
い
、
音
や
肌
ざ
わ
り
な
ど
を
自
然

の
中
か
ら
探
す
ゲ
ー
ム
で
は
、
子
ど
も
た

ち
は
一
生
懸
命
に
公
園
内
を
探
索
し
、
花

や
葉
っ
ぱ
や
石
な
ど
を
集
め
そ
れ
ぞ
れ
が

感
じ
取
っ
た
五
感
を
互
い
に
発
表
し
あ
い

ま
し
た
。
ま
た
、
目
か
く
し
を
し
た
人
を
木

ま
で
つ
れ
て
行
き
、
そ
の
木
が
ど
れ
だ
っ
た

か
を
当
て
て
も
ら
う
ゲ
ー
ム
で
は
、
視
覚
の

な
い
世
界
に
と
ま
ど
い
な
が
ら
も
、
み
ご
と

に
自
分
が
た
ど
り
着
い
た
木
を
当
て
て
い

ま
し
た
。�

　「
普
段
そ
ば
に
あ
る
自
然
も
五
感
を
働

か
せ
る
と
新
し
い
発
見
が
あ
り
ま
す
。
少

し
の
意
識
で
感
じ
る
世
界
が
変
わ
り
ま
す

よ
。
こ
の
世
界
を
日
々
発
見
し
て
く
だ
さ
い

ね
。
」と
上
村
さ
ん
。
子
ど
も
た
ち
も「
と
て

も
楽
し
か
っ
た
。
ほ
か
の
と
こ
ろ
で
も
ま
た

や
っ
て
み
た
い
で
す
。
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。�

　
普
段
か
ら
自
然
に
囲
ま
れ
た
生
活
を
送

る
子
ど
も
た
ち
で
す
が
、
い
つ
も
と
は
少
し

違
っ
た
世
界
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
ひ

と
時
で
し
た
。�

�

　
３
月
17
日
、
旅
立
ち
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
が
す
ま
い
る
広
場
に
お
い
て
暖
か

な
日
差
し
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
大
会
は
、
美
郷
町
観
光
協
会
北
郷

支
部（
岡
田
憲
幸
支
部
長
）が
北
郷
中
学

校
を
卒
業
す
る
生
徒
を
対
象
に
毎
年
行

っ
て
い
る
も
の
で
、
生
徒
た
ち
に
思
い
出

を
作
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
中
学
校
卒

業
を
祝
福
・
激
励
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
催
し
て
お
り
、
今
年
は
卒
業
生
８
名

と
担
任
の
先
生
や
地
域
の
方
々
が
参
加
し
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま
し
た
。�

　
卒
業
す
る
生
徒
た
ち
は
訪
れ
る
春
と

と
も
に
ふ
る
さ
と
を
離
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

道
を
歩
ん
で
い
き
ま
す
が
、
今
ま
で
北
郷

で
育
ん
で
き
た
友
情
や
感
謝
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
に
新
し
い
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　４月１日より社会教育指導員として後藤辰
弥さん（北郷区中原）が任命され、教育委員
会北郷事務所に勤務されています。�
　後藤さんは今春大学を卒業されたばかり
の22歳。特技は弓道で、二段を持っており中
学時代に全国大会で団体優勝をされたほど
の腕前だそうです。�
　読書が好きだという後藤さん。これから、今
までの経験を生かして北郷区内の生涯学習
を担当されます。「精一杯がんばりますので、
みなさんよろしくお願いします。」とインタビュ
ーに答えてくださいました。�
�
�

　さわやかな新緑のなか、恒例となったサイクリング大会が開
催されます。�
　北郷の自然を感じながら、サイクリングを楽しんでください。�

●日　　時　平成21年５月31日（日）�
　　　　　　午前８時から　受付�
　　　　　　午前９時　スタート�

●場　　所　北の郷広場（スタート～ゴール）�

●参加資格　小学生以上で、４時間以内に完走できる方�
　　　　　　（小学３年生以下は保護者同伴でお願いします）�

●参 加 料　大人１７００円　小中学生１３００円�

●コ ー ス　一般コース（40㌔）�
　　　　　　ハーフコース（20㌔）�

【お問合せ】　北郷商工会　1０９８２（６２）５８９５�

�

　毎年５月の
最終水曜日に
世界中で実施
されている住
民総参加型の
スポーツイベ
ント「チャレンジデー」。今年も、その日程と
対戦相手が決定しました。�
●日程　５月27日（水）�
　　　　午前０時から午後９時まで�

　今年の対戦相手は…�
　広島県三次市三和町地区　です。�

　北郷区内であれば、だれでも・どこでも、
楽しく参加できます。�

 【お問合せ】　�
 美郷町教育委員会北郷事務所�
 1０９８２（６２）６２０５�

　美郷町北郷区日赤奉仕団では、使用
済みのわりばしとペットボトルのふたを
集めています。�
　わりばしは回収後、製紙会社に送り再
生紙になります。ちなみに、わりばし3膳分でＡ４サイズの再生
紙が１枚できます。また、ペットボトルのふたは、日向市にある「き
ゃっぷでえこねっと事務局」へ送られ、その後換金されて恵まれ
ない国の子どもたちのためのワクチン代として使われます。�
　自然環境の保全とわたしたちの手で救える子どもたちの命の
ために、みなさんのご協力をお願いします。�

【収集方法】　使用済みのわりばしとペットボトルのふたは、水
で洗い、それぞれ袋に入れてください。数量は問いません。ただ
し、ペットボトルのふたは、飲料水のものに限ります。�
�

 ●届け先　社会福祉協議会北郷事業所�

 【お問合せ】　社会福祉協議会北郷事業所�
　　　　　　 1０９８２（６２）６１９１�
�

地元のグラウンドゴルフ愛好家の方たちと�

「なずなの鈴」の音を聞いているところです�
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